
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

0.06 0.13平均値 4.53 3.40 3.56 3.46 3.28平均値 52.45 53.92 53.32 53.40 53.49

全体総括

　施設整備面では、整備した配水管等が耐用年数を
迎えることなどから計画的な更新が必要であるが、
配水管の敷設替及び設備の更新には多額な経費がか
かるため、今以上に効率的かつ効果的な事業展開が
求められる。また、安全・強靭、持続可能な工業用
水道事業を目指し、災害に強い水道施設を構築し、
更なる経営の健全化に努めていかなければならな
い。
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2. 老朽化の状況
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2. 老朽化の状況について

本市の工業用水道事業は、昭和63年から建設を行
い、平成2年から順次給水を開始し現在に至ってい
る。近い将来、整備した配水管等が耐用年数を迎え
ることから、計画的かつ効率的な更新計画が必要と
なっている。計画に沿った施設の延命化・耐震化に
向けた取り組みを今後行っていくこととしている。
　更新にあたっては、多額な費用が伴うことから、
国・県の動向を注視しながら有利な財源確保に努
め、事業経営を圧迫しないようにしなければならな
い。
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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

累積欠損金（グラフ②）を抱えておらず、経常収支
比率（グラフ①）、料金回収率（グラフ⑤）も１０
０％を超えており、また、給水原価(グラフ⑥)も低
く、概ね良好な経営と判断される。しかしながら、
より効率的な経営を目指し、有効な財源の確保に努
め、今後さらに新規企業債の発行を抑制していく。
　施設利用率（グラフ⑦）については、給水収益・
配水量などが横ばいから上昇傾向にあるが、施設の
更新等については、計画的かつ効率的な事業計画が
必要であり、取り巻く環境などを精査し、事業展開
していくことが求められている。
　契約率（グラフ⑧）は類似団体平均値と比較する
と高く、収益確保の観点からも漏水調査の強化や効
果的な敷設替工事の実施に取り組んでいかなければ
ならない。
　企業の経営に左右されやすいが、節水機器の普及
や企業の節水意識の高揚により、給水収益の伸びは
今後減少していくことから、有収率の向上を図り、
収益確保に努めつつ、費用面についても効率化を図
り、経営の健全化に努めていきたい。

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 134.49 139.76 139.36 140.99

- 57.5 7 1,567 非設置 【】

■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

法適用 工業用水道事業 2,100 極小規模 1 1,418

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

経営比較分析表／団体全体（平成30年度決算）
岡山県　井原市

【事業概要】
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【45.47】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【246.04】
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【18.71】
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①経常収支比率(％)
【118.92】
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